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師走に入り、徐々に寒さが増してきましたが、ご利用者様、

ご家族様のご体調はお変わりありませんでしょうか。

今年も、新型コロナ感染で始まり、少し落ち着きを見せながらも、まだ感染の増大が懸

念されます。また新型コロナ以外のインフルエンザ、RS、ノロといった病気も出ています。

新型コロナを注視しつつ、上述した感染症にも十分気を付けてこの冬をお過ごし下さい。

看護師 植 田
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＜新型コロナウイルス＞

＊症状 風邪症状、発熱、消化器症状、臭覚味覚障害、脳梗塞、心筋梗塞
意識障害、無症状、と軽症から中等症、重症と幅広い。

＊感染経路 接触、飛沫、エアゾルによる感染。

＊感染対策 粘膜から感染するため、マスク、ゴーグル、フェースシールドを
着用する。
手洗い、うがいを徹底する。
アルコール、次亜塩素での消毒を行う。
人と密着しない、距離を保つ。
換気をこまめに行うことを継続することです。

～作業療法士：靴のお話～ ワンポイントアドバイス
リハビリの相談で障害者施設を訪れた際に、ご利用者さんの靴が気になります。
殆どの方がサイズの大きい靴を履いています。靴の脱ぎ履きに結構手間のかかる
ことが、このような靴を選ぶ要因と思うのですが、これでは活動中、靴の中で足が
遊び不安定になり、足を痛めたり、転倒しやすくなったりと危険です。
本人の足のサイズ（幅、長さ）に合わせたものを選んでください。
靴が本人の足に合うことにより、歩き方が変わり、けがの予防につながることが
多々あります。参考にしてください。

＊ 靴の選び方 ＊
②マジックテープや紐などで、靴が
足の幅に調整できるもの。

①足のサイズに靴を合わせる

③踵の部分が柔
らかすぎない。



＜この時期に流行る病気＞

＊風邪・肺炎
発熱（37℃台）、悪寒、鼻汁、鼻閉、咳、嘔吐、
下痢

＊インフルエンザ
高熱（38～40℃3～4日間）37℃台の熱で経過す
ることもある
関節痛、筋肉痛（急激に発症し重症化する事あり）

＊感染性胃腸炎（ノロウィルス）
下痢、嘔吐、吐き気、腹痛

ここ数年インフルエンザの熱パターンが多様になってきたので、 軽い風邪と誤認して

普段の生活を送っている間にウイルスを拡散している事もあります。いずれにしても予防が
何より大切になります。

＜予防と対策＞

１．手洗いとうがい

• 外出から帰ったら石鹸でよく流しながら手を洗う。

• 手洗い、うがいはセットにして、必ず行う習慣をつける。

２．咳エチケット

• 咳やくしゃみが出るようなら、マスクをつけ、

無い時はティッシュ等で口と鼻を覆い顔を他方に

そむけて行う。

３．環境の清掃

• 感染の源になるものは、すぐに廃棄、消毒する。

• 部屋の環境は、室温20～23℃、湿度60％位、適度

な換気と共に空気清浄機等使用し、部屋の環境を新鮮に保つ。

その他、快食・快眠、規則正しい生活リズムで免疫を高め、インフルエンザの場合は、あ

らかじめの予防接種をおすすめします。

また、症状が出た場合は、早めに医療機関を受診して下さい。

コロナのオミクロン株の感染拡大にも気を付けて、年末年始は、お家でゆっくりお過ごし

になられることをお勧めいたします。

もう一つ、冬場は外と室内の温度差が大きく、血圧の変動も生じやすいので、急激な温

度差への出入りにも気を付けてお過ごしください。

尚、先日実施しました健康診断について、ご質問がございましたらお申し出になって下さ

い。また、健康診断以外での面談の希望がありましたら、いつでもお申し出下さい。

年末年始、体調崩されませんようお過ごし下さい。
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